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（１）ㅮᗙ・教室 

子ども科学・ものづくり教室 
 実の⤒⦋ 
⇃本博物館は開館௨᮶、自然・ᩥ・Ṕྐ㈨ᩱな

どの保存・⥅ᢎと、それらの౯್のⓎಙᣐ点とし

てのᙺをᯝたしてきた。 
これに加え、近年はከ様する人ࠎのࢽーࢬに

ᛂࡌた学⩦活動のᨭをはࡌめ、ከ㠃的な機⬟を

Ⓨすることがồめられるࡼうになってきた。 
そのࡼうな中、ᙜ館では㟷ᑡ年が楽しく活動し

ながら自然科学の原理やᢏ⾡（Ṕྐや伝⤫ᩥに

関するෆᐜも一部ྵࡴ）を体験的に学ぶことので

きる機会をᥦ౪する目的で、ᖹ成 11 年度ࡼり「子

ども科学・ものづくり教室」を開ദしている。 
 
イ ᖹ成 30 年度の取組 
ᙜ館が大つᶍᨵಟ（リࣗࢽール）工のため

に全館ఇ館ᮇ㛫にධったᖹ成 27 年 7 月からは、

༡༊ᇛ༡⏫にあるጜጒ館：塚原ṔྐẸ㈨ᩱ館（௨

ୗ「塚原」）の◊ಟ室を用して教室を⥅⥆してき

た。また、年にᩘ回は中ᚰᕷ⾤ᆅにある⇃本ᕷ子

どもᩥ会館（௨ୗ「子ども会館」）も会場として

用した。 
ᖹ成 28 年度は、⇃本ᆅ㟈のᙳ㡪で᭱⤊的には全

17 回の開ദにとどまったが、ᖹ成 29 年度は開ദ

回ᩘを 25 回にቑやすことができた。 
ᖹ成 30 年度も 11 月までは「塚原」を࣓イࣥ会場

としながら「子ども会館」でも実し、リࣗࢽー

ルオーࣥࣉを㏄えた 12 月からは館ෆに᪂設され

た『実験・工作室』おࡼび『ㅮᇽ』を活用して全 26
回の教室を開ദした。 

ෆᐜは、理工分㔝に関するࢸー࣐がとんどであ

るが、⪃ྂ・᳜物・ᆅ㉁分㔝に関するෆᐜもᢸᙜ学

ⱁ員に౫㢗してᩘ回ࡎつ行った。また、௵意の教⫱

ᅋ体である⇃本ᕷものづくりサークルには、8 回の

教室で実ᢏ⿵ຓや運Ⴀ㠃での協力をお㢪いした。 

ウ 実ෆᐜ 
 リカを作ろうࣉᕮ形㖡ჾのࣞ（）
ᘺ生時௦の♫会やᕮ形㖡ჾの意⩏とᙺ、ྜ㔠

の✀㢮やᛶ㉁などについて学ぶ教室。༡༊ᇛ༡⏫

にある構口（かまえࡄち）㑇㊧ࡼり出土したᘺ生

時௦の㟷㖡ჾ：ᕮ形㖡ჾの⦰ᑠ㗪型の中に⼥かし

たప⼥点ྜ㔠をὶし㎸み、ࣞ  。リカ作りを行ったࣉ
ྜ㔠のㄝ᫂では、ᆅඖ：⇃本大学が中ᚰとなって

◊✲開Ⓨを㐍めているࢿࢢ࣐シウムྜ㔠にもࡩれた。 
日 時 4 月 21 日（土：塚原） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 Ύ⏣ ⣧一（⪃ྂ） 

山口 均（理工） 
参加者 18 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（イ）ࣔࣥナイトのࣞࣉリカを作ろう 

ᆅ㉁ᢸᙜ学ⱁ員の指導のもと、ᆅ㉁年௦や▼

のでき方、▼からᚓられるሗなどについて学

ぶෆᐜ。 
ナイトの型ᯟに▼⭯をὶし㎸んでᅛめたࣔࣥ

後、型ᯟからእしてቚをሬって仕ୖࡆる。作ᴗの

ྜい㛫にࣔࣥナイトに関するࢸࣥࢮࣞࣉーシࣙ

ࣥゎㄝや、水をᙇった水ᵴにオウムガイのẆを浮

かる₇♧なども行って参加者の⯆・関ᚰを㧗

めた。 
日 時 5 月 20 日（土：塚原） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 ༡部 㟹ᖾ（ᆅ㉁） 

山口 均（理工） 
参加者 13 名 

４  教育普及 
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（ウ）箱の中に虹を作ろう 

自然光の構成や、スリットを介した分光の仕組

みについて学ぶもの。分光シートは 辺 あた

り： 本の筋が縦横に刻まれた仕様のものを用

いた。

分光シートを目に近づけ、自作のスリットを蛍

光灯などの光源に向けると（太陽を直接見てはい

けない等の注意点を伝える）、切り抜いたスリッ

トの形がそのまま美しい虹色のスペクトルとなる

ため、意欲的な製作活動につながった。

日 時 ① 6 月 9 日（土：塚原） 
② 2019 年 2 月 23 日（土：博物館 
「実験・工作室」） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 山口 均（理工） 
参加者 ① 27 名 ② 20 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（エ）おもしろ実験・工作に挑戦！ 
光の全反射やベルヌーイの定理、摩擦の力と角

運動量の保存に関連する実験・工作、振動を回転

に変える「ガリガリとんぼ」の体験コーナーなど、

ブースを開設した。

幼児から大人までを対象とした自由参加型教室

の一つで、簡単な製作物が秘めている不思議で身

近な科学を親子で楽しんでもらった。

日 時 ① 月 日（土：子ども会館）

② 月 日（土：塚原）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

協力者 ものづくりサークル会員

① 名 ② 名

参加者 ① 名 ② 名

（オ）宙返りバードを作ろう

翼の形や傾きが生み出す『揚力』について体験

的に学ぶことができる教室。壁や畳などの断熱材

として使われているスタイロフォームを電熱線カ

ッターで１mm 程度の厚さにスライスしておく。

それをハサミで定型に切り取って鳥の形に組み立

て、頭部に厚紙のおもりを接着すると完成。 
飛行機が空中で後方宙返りをするたびに、会場

のあちこちで歓声があがった。

日 時 ① 7 月 7 日（土：塚原） 
② 2019 年 3 月 9 日（土：博物館 
「実験・工作室」） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 山口 均（理工） 
参加者 ① 19 名 ② 39 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（カ）水中ＵＦＯキャッチャーを作ろう 

浮力について体験的に学ぶことのできる楽しい

॔থঔॼॖॺभঞউজढ़तऎॉ

ᇐभຢ

ຬନॉघॊலੌामء
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ෆᐜ。水を‶たしたⅣ㓟⣔のペット࣎トル（ 㹫

）に、水と空Ẽの量をㄪ⠇した㔠ᒓフックきの

浮ỿ子（㨶型たれࣥࣅ）をධれる。ࡩたを⥾めてペ

ット࣎トルに力を加えると浮ỿ子のᐜ✚がᑠさく

なるため浮力もᑠさくなってỿࡴ。

参加者は浮力をㄪ⠇しながら水中のリࣥࢢをフ

ックで㔮りୖࡆるࢤームを楽しんࡔ。

日 時 ① 月 日（土：子ども会館）

② 月 日（土：塚原）

時 分～ 時

指導者 山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

（キ）ᾮ体❅⣲実験シࣙー

ᆅ㉁ᢸᙜ学ⱁ員にࡼるᾮ体❅⣲実験シࣙーは、

 度にࡼる物㉁の୕ែ変と体✚変を用した

㦫きの実験・⌧象のᩘࠎをᢨ㟢するもの。

バラバラになる「ⷴⷪ」、ᙎまないࢦム࣎ール、

ᾮ体❅⣲⇞ᩱロࢣット、フライࣥࣃの中で㋀るᾮ

体❅⣲（ライࣥࢹフロスト⌧象）など、㉸ప のᾮ

体❅⣲が⧊り成す不思議なୡ⏺を㛫近にほてもら

った。

日 時 ① 月 日（土：塚原）

② 月 日（土：子ども会館）

時 分～

時 分～

時 分～（ྛ回 分）

指導者 ༡部 㟹ᖾ（ᆅ㉁）

山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

（ク）ᐙᗞでできる科学工作

ᐙᗞでも簡単にできる科学工作のブースを㸲✀

㢮設けた（空Ẽ中に浮かぶスチロール⌫、水中で

ᾘえる⤮㸻「えっ㸽！」、ⴠちないリࣥࢢ、紙コッ

。（！コッコーࢣがコࣉ

製作の㐣程で、ὶ体のෆഃとእഃではᅽ力に㐪

いが生ࡌること、摩擦力、光の全反射、㡢と振動の

関ಀなどについてゎㄝした。

日 時 月 日（土：子ども会館）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

協力者 ものづくりサークル会員 名

参加者 名

大Ẽᅽと┿空の実験シࣙー（ࢣ）

「空Ẽ」と「┿空」をࢸー࣐に、Ẽᅽᕪにࡼって

生ࡌる様ࠎな⌧象をᒎ開する定␒のシࣙー。お

とᐜჾを使ったᄇ水実験や空き⨁つぶし、┿空࣏

などを「㢼⯪・水のῶᅽἛ㦐ࡴら⭾」を使ったࣉࣥ

ᢨ㟢した。

ᬑẁは、その存ᅾすら意㆑することのᑡない「空

Ẽ」ではあるが、シࣙーが㐍ࡴにつれて空Ẽの意

እな࣡ࣃーにẼづいてもらえた。

日 時 ① 月 日（日：塚原）

② 年 月 日（土：博物館

「ㅮᇽ」）

時 分～

時 分～

時 分～（ྛ回 分）

指導者 ① 山口 均（理工）

② ༡部 㟹ᖾ（ᆅ㉁）

参加者 ① 名 ② 名

（コ）紙ࣃックカ࣓ラを作ろう

のാき、光の直㐍やᒅᢡ、ീや実ീにࢬࣥࣞ

ついて学ぶ科学工作で、カ࣓ラと目の仕組みのඹ

ఐ৾工作भভৃपथ
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㏻点についてもࡩれた。

１リットル紙ࣃックとฝࣞࣥࢬを組みྜわࡏて

簡᫆カ࣓ラを製作し、ឤ熱紙を用いた┿ᙳも

行った。スクリーࣥୖに⤖ࡤれたീがୖୗᕥྑ、

反転する⌧象も☜ㄆすることができた。

日 時 月 日（土：塚原）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

参加者 名

（サ）コイルࣔーターを作ろう

☢⏺と電ὶ（電Ⲵ）の┦作用にࡼって生ࡌる

力（フࣞミࣥࢢのᕥᡭのἲ๎）について学ぶもの。

コイルの形を形に保ᣢしたり、エナ࣓ル線のᕳ

きጞめ・ᕳき⤊わりを紙やすりでがしたりする

作ᴗが㞴しいため、製作⿵ຓලを工ኵしてᢏ⾡㠃

でのᨭを行っている。

ࣔーターが回転をጞめた▐㛫の、㦫きと႐びに‶

ちた⾲が༳象的ࡔった。

日 時 ① 月 日（土：塚原）

② 月 日（土：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時

指導者 山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

（シ）ⴥ⬦ᶆ本でしおりを作ろう

᳜物体のⴥ⬦の✀㢮やാきについて学ぶෆᐜ。

用いるࣄイラࢠとࣄイラࣔࢠクࢭイのⴥは、๓

にᙉルカリᛶ水⁐ᾮで 分㛫程度↻㎸み、෭༷

後にしっかりと水Ὑいして㣗㓑で中しておく。

子どもたちはṑブラシを使い、㍍くୖから྇く

動作を⧞り返してⴥからⴥ⫗をࡂⴠとし、水Ὑ

い・水きり・㢼後にⴥ⬦をラミࢿート加工して

『しおり』に仕立てた。

日 時 月 日（土：塚原）

時 分～ 時 分

指導者 山口 ⍞㈗（᳜物）

山口 均（理工）

参加者 名

（ス）くるくる回るシャࣥ࣎⋢を作ろう

光（と色）の୕原色、ṧീの㔜なり、㐲ᚰ力のാき

などについて学ぶ科学工作。光の୕原色をࣔࢹル的

に⾲した㉥・⥳・㟷色の着色シート（OHP シート：

6mm ᖜ）と色をሬらない↓色㏱᫂のシートをྛ 2 ᯛ

つ、ྜィࡎ 8 ᯛを࣎ール≧に組み立て、中ᚰに㏻し

た➉㍈をࡺっくり回すと୕色のṧീが㔜なりྜって

本物のシャࣥ࣎⋢のࡼうに見える。 
後༙は、光の୕原色௨እの色もシートにሬり、オリࢪ

ナルシャࣥ࣎⋢作りにも挑戦。

日 時 ① 月 日（土：塚原）

② 年 月 日（土：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

 
 スタ࢙おもしろ実験・工作フ（ࢭ）
ᙜ館に᪂設された「実験・工作室」と「ㅮᇽ」の

ঃॵॡढ़ওছ

୴ဿखउॉ
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⤂介をවࡡ、科学実験や科学工作の楽しさにࡩれ

てもらうためのイベࣥトを開ദした。

「ᾘえる⤮、えっ㸽！（光の全反射）」「虹のス

リット作り（分光）」「フ࣡フ࣡・うきうき（ὶ体

力学）」「ガリガリとんぼ（振動と回転）」など、

㸴ブースを設けた。

๓日のリࣗࢽールオーࣥࣉグᛕにⰼをῧえる

。く「不思議の✀まき」を行った

日 時 月 日（日：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時 分

時～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

協力者 ものづくりサークル会員 名

参加者 名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 㟼電Ẽ実験シࣙー（ࢯ）
摩擦電Ẽともࡤれる㟼電Ẽの᩺力やᘬ力等を

用した実験シࣙー。ペࣥシルバルーࣥをࢸッ

シࣗで擦って࣐イナスにᖏ電さࡏ、横たえた空き

⨁に近づけて動かす「空き⨁のおᩓṌ」にጞまり、

バࣥࢢࢹラフを使ったⅆⰼᨺ電や蛍光灯の点灯ま

で、」ᩘの実験や⌧象をᢨ㟢した。

㏵中、参ほ者の௦⾲の方には「電Ẽコッࣉ（ライ

。リ体験をしてもらったࣅリࣅの「（ࣥࣅࣥࢹ

日 時 月 日（土：博物館「ㅮᇽ」）

時 分～

時 分～

時 分～（ྛ回 分）

指導者 山口 均（理工）

参加者 名

（タ）㟼電Ẽࢢッࢬを作って㐟ぼう

┦の摩擦にࡼり、ࣉラス・࣐イナスにᖏ電し

た物㉁㛫にാく᩺力とᘬ力を体ឤ的に学ぶための

科学工作。ࢽࣅル⣣（ ⣣）とペࣥシルバルーࣥ

を方࣐イナスにᖏ電さࡏ、⣣の方を宙に浮㐟さ

簡᫆ライ）ࣉか、電Ẽコッの「ࡆ電Ẽくら」るࡏ

。びん）と㟼電Ẽベルの製作を行ったࣥࢹ

電Ẽくらࡆでは、ࢽࣅル⣣をࣉラスにᖏ電さࡏ

て、㢼⯪とᘬきྜう⌧象もᢨ㟢。

日 時 月 日（月・振ఇ：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時 分）

指導者 山口 均（理工）

参加者 名

（チ）活ᛶⅣ電ụを作ろう

電ụの仕組みとാきについて学ぶෆᐜ。

コイࣥ電ụやᮌⅣ電ụなどを㏻して電ụは身近

な材ᩱでも簡単に作れることを実₇し、ᇶ本的な

構㐀は ✀㢮の㔠ᒓと電ゎ⁐ᾮの組みྜわࡏであ

ることを伝えた。

作り方をㄝ᫂した後で一人 ಶࡎつ活ᛶⅣ電ụ

を作り、直ิつなࡂにすると࣡ࣃーッࣉするこ

とを電子オルࢦールの㡢量やࣔーターの回転㏿度

の㐪いで☜かめた。

日 時 ① 年 月 日（土：博物館

「実験・工作室」）

② 年 月 日（土：塚原）

実験・工作フェスタ

静電気実験ショー




